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編集後記
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【 編集後記 】

前号の小國先生に続いて本号にも学会賞を受賞された木

村先生の解説記事が掲載されました。両先生が全身全霊を

ささげて取り組まれた研究の成果はさすがに読み応えがあ

り，紙面の制約で頂いた原稿を一部，縮めざるを得なかっ

たことは本当に残念です。その他，「熱測定」誌は毎号，

大変興味深い様々な専門分野の解説記事を多数掲載してお

り，最近は特に熱測定や熱分析の分野にこだわらない広い

視野で原稿が集められています。これらの成果を読むと

様々な雑務を理由に手抜きの日々を暮らす凡人研究者とし

ては，見習うべき良きお手本として心が洗われる思いです。

熱測定の分野では受賞の対象となるような優れた仕事は，

装置の開発や改良からじっくり取り組み，物質から送られ

てくる小さな熱変化のサインを見落とさないように細心の

注意を払って行う測定を重ねてようやく，成し遂げること

ができるのかなと思っています。社会問題化している非正

規雇用は大学にも任期制教員やポスドクとして増えつつあ

りますが，短期決戦的な任期付き職種の方がこの分野で成

果を出し，良いポジションを得るのは並大抵な努力ではな

いのかも知れません。しかし，どうか諦めないでじっくり

と良い仕事に取り組まれ，活発に投稿して頂きたいと思い

ます。

（小川英生）
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【 訂　正 】
前号（36巻 1号）54ページ 左段 上から 7行目

と 下から 3行目の「会頭」を「組織委員長」に
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